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2017 年 9 月 8 日 13 時 49 分（日本時間）に M8.1 の地震がメキシコ南部の沖合で発生した．Global 

CMT Project1,2)によると，メカニズムは正断層型で，震源の深さは 50.2 km であった．太平洋津波警

報センター（PTWC）によると，この地震に伴い，震源付近のサリナ・クルズで 1 m の津波が観測

された． 

Global CMT 解の震源情報を用いて，太平洋における津波第一波の到達走時分布を計算したところ，

地震発生から約 14 時間半後に日本列島周辺の島嶼部や沖合に到達することが分かった（第 1 図）．

走時情報を基に，日本海溝および南海トラフ周辺に展開した海底観測点 S-net3,4,5,6)と DONET6,7,8)の

水圧計データを確認したところ，津波による水圧（水位）変動を捉えていた．水位変動が浅部で増

幅される効果も確認できた．水深 1,500-4,500 m に位置し，地震発生前日において安定した観測記録

が得られていた S-net および DONET の水圧観測点の波形を第 2 図，3 図にそれぞれ示す．波形には，

200－3000秒の帯域のバンドパスフィルターを適用した．観測された水位変動は，S-netで最大4 cm，

DONET で 2 cm 程度であった． 

 

（中村武史・山本直孝・植平賢司） 

Takeshi Nakamura, Naotaka Yamamoto, and Kenji Uehira 
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第 1 図 S-net および DONET 観測点の位置
（三角印）と津波予想到達時間の分
布（赤線）．黄三角印における観測
点の波形を第 2，3 図に示す． 

Fig. 1 Station location of S-net and DONET 
(triangles) and travel times of the initial 
wave of tsunami around Japan (red 
contours). Yellow triangles indicate the 
stations used for waveform plot in 
Figures 2 and 3. 
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第 2 図 200－3000 秒の帯域のバンドパスフ
ィルターを適用した，S-net 観測点の
水圧波形データ．赤点は，津波予想
到達時間を示す． 

Fig. 2 Observed waveforms at pressure gauge 
stations of S-net. The waveforms are 
bandpass-filtered in the period 200–
3000 s. Red dots indicate the estimated 
tsunami arrival time at the stations. 

第 3 図 200－3000 秒の帯域のバンドパスフ
ィルターを適用した，DONET 観測
点の水圧波形データ．赤点は，津波
予想到達時間を示す． 

Fig. 3 Observed waveforms at pressure gauge 
stations of DONET. The waveforms are 
bandpass-filtered in the period 200–
3000 s. Red dots indicate the estimated 
tsunami arrival time at the stations. 
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